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 新市の将来像「あおあおとみずみずしい心が集う都市」

の実現を目標にかかげ新東松島市平成 17 年 4 月より市長

が行動し、指導力を発揮した年でもあったが、一方分権、

国の三位一体改革で社会経済環境が大きく変化した年で

もあった。市長は自治体間の競争の時代、変革の時代に向

け改革のやる気のある自治体のみが生き残れる時代と認

識していると表明をしている。市長の市政に取組む基本姿

勢について伺う。 
① 財政健全化へ確かな道筋をつけるために、これまでの

予算重視計画主義から、決算重視成果主義への転換を

図るとしているが、具体的な手法の計画を考えている

のか 
② 公立深谷病院の経営健全化のために、石巻市と協議し

早い時期に一定の方向付けをしたいとしているが、そ

の方向付けとは 
③ 職員の適正化計画（18 年度から 5 年で新行革指針の 4．

6％以上の職員数の純減）としているが、年度ごとの数

字で示されたい 
④ 合併により新市による各種すり合わせ協議事項、サー

ビス低下させないとする大前提により、数億円の歳出

が生じた。東松島市総合計画作成の目標値に市民の対

話と協働により、市政健全化のため改革目標値が必要

ではないか 
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東松島市議会 



 

≪ 会派代表質問 目次 ≫ 

 

令和４年第１回定例会 

順 位 
会派名 

代表氏名 
件           名 頁 

第1位 
松桜会 

代表 小野 惠章 
１ 市政執行における所信を問う ２、３ 

第2位 
清新会 

代表 阿部 勝德 
１ 市政執行の所信５つのまちづくりの方向性について伺う ４、５ 

第3位 
自公・清風 

代表 土井 光正 

１ 新型コロナウイルス感染症に係る対応について問う ６ 

２ 
第２次総合計画後期基本計画の「５つのまちづくりの方

向性」について問う 
７～９ 
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氏 名 件  名 要      旨 
 

第１位 
 
松 
桜 
会 
 
 
代 
表 
 
小 
野 
 
惠 
章 

 
１．市政執行に

おける所信を問

う 

 
（１）まちづくりの方向性１「産業と活力のある住みたく 

なるまち」について 

①農業・漁業における担い手等の人材育成、生産振興、

販売力向上の具体的な取組をどのように行うのか。 

②「令和の果樹の花里づくり」について、復興庁の土

地活用ハンズオン支援事業を活用しているとある

が、どのような事業内容か。 

③産業と観光の発信拠点となる道の駅の開業につい

て、令和６年度を目指すとあるが、庁内プロジェク

トチームで全て完結できるのか。また、整備後の経

営戦略まで現状のプロジェクトチームで対応可能

か。 

④県事業を活用した「産業用地適地調査」結果を踏ま

えた令和４年度の新たな産業用地整備事業の内容

は。 

⑤「移住・定住の促進」に向けた地域おこし協力隊を

増員するとしているが、どのような人材を登用する

のか。 

 

（２）まちづくりの方向性２「子育てしやすく誰もが健康

で安心して暮らせるまち」について 

①「東松島市子どもの笑顔と生きる力を育む基本条例」

における最も大切にする理念は何か。また、充実を

図るべき施策は何か。 

②心のケア推進を図るうえで、コロナ禍の終息が見え

ない状況下で、どのように市民協働のまちづくりを

推進するのか。 

 

（３）まちづくりの方向性３「次代を担う人材を育む学び 

と文化・スポーツのまち」について 

①学力向上につながる教科教育指導員及び特別支援教

育支援員の増員について、具体的な配置はどのよう

になるのか。 

②保護者の意識醸成による家庭学習について、どのよ

うな施策で推進するのか。 
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③大規模なスポーツ大会の誘致において、飲食、宿泊

利用については広く市内経済の還元に努めるべきで

あるが、どう取り組むのか。 

 

（４）まちづくりの方向性４「災害に強く安全で快適で美

しいまち」について 

①脱炭素化動向を踏まえた再生可能エネルギー利用の

取組を一般社団法人東松島みらいとし機構（ＨＯＰ

Ｅ）と連携し推進するとしているが、ＨＯＰＥとの

連携の必然性は。 

②ＪＲ矢本駅南北通路整備事業の令和４年度における

進捗目標は、どう見据えているのか。 

 

（５）村井県政との連携について 

①宮城県の施策として、新たに日本語学校設置の方向

性が示された。この施策に対し、本市はどのように

取り組むのか。 

②県では、ヤングケアラー調査の結果に基づく予算を

計上されている。本市におけるヤングケアラーの現

状と県予算の活用をどのように考えているのか。 

 

 

 

【答弁を求める者 市長、教育長】 
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氏 名 件  名 要      旨 
 

第２位 
 
清 
新 
会 
 
 
代 
表 
 
阿 
部 
 
勝 
德 

 
１．市政執行の

所信５つのまち

づくりの方向性

について伺う 

 
（１）まちづくりの方向性１「産業と活力のある住みたく

なるまち」について 

①「令和の果樹の花里づくり」について、市内農業法

人の参画形態と交流人口拡大への道筋について伺

う。 

②道の駅の施設内容の検討及び設計や国土交通省との

協議を進めるとされているが、今考えられる施設内

容と最も重要と思料する経営体制について伺う。 

③野蒜海水浴場の再開とビーチスポーツの環境整備に

ついての具体的取組について伺う。 

④産業用地については議会からも提案しているが、産

業用地適地調査の結果と今後の予定について伺う。 

 

（２）まちづくりの方向性２「子育てしやすく誰もが健康

で安心して暮らせるまち」について 

①様々な子育て支援に取り組んでいるが、サポート体

制の充実について伺う。 

②健康診断検査料見直しとともに取り組む受診率向上

対策について伺う。 

 

（３）まちづくりの方向性３「次代を担う人材を育む学び

と文化・スポーツのまち」について 

  ①これまで整備したタブレット端末や電子黒板など、

ＩＣＴ環境の効果的な活用についての考え、また、

家庭学習推進のための保護者の意識醸成に向けた取

組について伺う。 

  ②コミュニティセンターと市民センターや芸術文化活

動諸団体との連携を深め、生涯学習と文化活動の充

実を図るとされているが、市長の思い描く生涯学習

と文化活動の充実について伺う。 

 

（４）まちづくりの方向性４「災害に強く安全で快適で美

しいまち」について 

  ①これまで東松島消防署庁舎建設や避難道路の整備な

どハード面の大きな課題に取り組んでこられたが、
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本年度のハード面を含めた消防・防災体制の整備に

ついて伺う。 

  ②今回作成する総合防災マップの詳細について伺う。 

  ③国の脱炭素化を踏まえ、一般社団法人東松島みらい

とし機構（ＨＯＰＥ）と連携して再生可能エネルギ

ーの利用に取り組むとされているが具体的な取組に

ついて伺う。また、庁用車のＥＶ化や庁舎への充電

施設の整備など考えるべきと思うがいかがか。 

  ④デマンドタクシー「らくらく号」の利便性向上策に

ついて伺う。 

 

（５）まちづくりの方向性５「持続可能な行財政運営が図

られ市民から信頼されるまち」について 

  ①希望者への防災集団移転団地の借地区画の払い下げ

の見込みについて伺う。 

  ②蔵王町との交流について伺う。 

  ③定住自立圏構想の今後の取組について伺う。 

 

 

 

【答弁を求める者 市長、教育長】 
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氏 名 件  名 要      旨 
 

第３位 
 
自 
公 
・ 
清 
風 
 
 
代 
表 
 
土 
井 
 
光 
正 

 
１．新型コロナ

ウイルス感染症

に係る対応につ

いて問う 

 
新型コロナウイルス感染症は、感染が確認され２年経過

しても未だ感染拡大の一途をたどっている。特に感染力が

強いといわれているオミクロン株は、今年に入ってから猛

威を振るい、２月１４日までで感染者が２０３人となり、

新たに市民の不安を抱かせている。 

また、小中学校や保育所等においてもクラスター発生に

よる臨時休業や学級閉鎖が行われている。 

そこで、以下の点について問う。 

 

（１）最も有効な対策として３回目のワクチン接種の迅速

化を図るとしているが、全国的に見てもワクチン接種

率の低迷が問題となっている。その要因をどのように

捉え対応していくのか伺う。 

 

（２）国の通知を踏まえ、ワクチン接種対象年齢の１１歳

以下５歳以上までの拡大の準備等を進めているとある

が、どのような体制で進めているのか伺う。 

 

 

 

【答弁を求める者 市長】 
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氏 名 件  名 要      旨 
 

第３位 
 
自 
公 
・ 
清 
風 
 
 
代 
表 
 
土 
井 
 
光 
正 

 
２．第２次総合

計画後期基本計

画の「５つのま

ちづくりの方向

性」について問

う 

 
「東松島市第２次総合計画後期計画」でまちづくりの将

来像として掲げた「住み続けられ持続・発展する東松島市

－地方創生のトップランナーをめざす－」の実現に向け、

５つのまちづくりの方向性が打ち出されている。 

そこで、以下の点について問う。 

 

（１）産業と活力のある住みたくなるまち 

今年度、宮城県の事業を活用して実施している「産

業用地適地調査」の結果を踏まえ、新たな産業用地の

整備を検討していくとあるが、具体的な計画について

伺う。 

 

（２）子育てしやすく誰もが健康で安心して暮らせるまち 

①今回の定例会に上程した「東松島市子どもの笑顔と

生きる力を育む基本条例」の理念に基づき、各種施

策の充実を図り、展開するとある。先日、家族の世

話や家事を日常的に担い、年齢や成長段階に見合わ

ない重い責任や負担を負うヤングケアラーが「宮城

に１５７人」と新聞等で報道された。初めての実態

調査で判明したものだが、ヤングケアラーは社会的

に大きな関心がある課題でもある。本市においても、

該当する子どももいると聞き及んでいる。このこと

について、どのように対処していくのか。 

②高齢者や障がい者等への支援は、地域包括支援セン

ターを中心とした一体的なケアの推進を行うとあ

る。ひとり暮らしの高齢者等については、食事を作

ることができなくなり思うように食事をとれないた

め、健康状態も心配であると聞き及んでいる。そこ

で、本市でも配食サービス事業を取り入れていく考

えは。 

 

（３）次代を担う人材を育む学びと文化・スポーツのまち 

①「子どもたちの可能性を広げ伸ばす学力の向上」で

は、個々の学習課題に応じた指導実践に向け、教科

教育指導員を増員するとある。具体的な増員内容と

-7-



教員の働く時間軽減の効果をどのように考えている

のか。 

②一昨年のオリンピック聖火到着に合わせ「東松島市

スポーツ健康都市宣言」を行った。本市は、スポー

ツ振興にかなり力を注いでいると内外から高い評価

を得ている。「全世代にわたるスポーツの振興」では、

鷹来の森運動公園へのスケートボードパーク整備に

向け、調査設計を進めるとあるが、具体的な設計コ

ンセプト及び施設の管理運営について伺う。 

 

（４）災害に強く安全で快適で美しいまち 

①近年多発する集中豪雨等に備え、新たに河川や内水

に係る総合防災マップを作成し、全戸配布するとあ

る。行政的視点からではなく、市民に分かりやすい

防災マップにすべきと考える。この点について、こ

れまでどのような検討をされ、どのような防災マッ

プを提供していくのか伺う。 

②国の脱炭素化の動きを踏まえ、一般社団法人東松島

みらいとし機構（ＨＯＰＥ）と連携し、地方創生の

視点を踏まえながら再生可能エネルギー利用の取組

を推進するとある。脱炭素化は、市民と一体となっ

た取組も不可欠であると考えるが所見を伺う。 

 

（５）持続可能な行財政運営が図られ市民から信頼される

まち 

「効率的で持続可能な行財政運営」では、本市の

行財政運営を持続可能なものとするため、国及び宮

城県等の財源の効果的活用を図るとある。先日、女

川原子力発電所の事故を想定した防災訓練が行われ

た。今回は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大

防止の観点から住民参加訓練は中止となり、代わり

に市職員が住民役として一時移転訓練に参加した。

本市は、ＵＰＺという原子力災害対策重点区域に市

域の大半が含まれており、本来であれば、電源立地

交付金、核燃料税交付金、各補助金のかさ上げや減

免措置等の対象適用区域になるべきと考える。 

本市においても、原発事故発生時は緊急防護措置
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を準備する必要があり、その財源確保として国及び

宮城県に対し、対象適用区域の拡大を働きかけるべ

きと考えるがいかがか。 

 

 

 

【答弁を求める者 市長、教育長】 
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